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令和７年度 学校運営連絡協議会実施報告書 

 

１ 組織   

 （１）東京都立足立高等学校 学校運営連絡協議会（定時制課程） 

  （２）事務局の構成 副校長、経営企画室長、教諭１名 計３名 

  （３）内部委員の構成 

      校長、副校長、経営企画室長、教務主任（主任教諭）、生活指導主任（主幹教諭） 

      進路指導主任（主任教諭） 計６名 

  （４）協議委員の構成 

          近隣中学校長、足立区教育相談センター代表１名、保健センター代表１名、保護者

代表１名、近隣地域代表１名、近隣中学校副校長１名、地域有識者１名 計６名 

 

２ 令和７年度学校運営連絡協議会の概要 

  （１）学校運営連絡協議会の開催日時、実施方法、出席者、内容 

 

第１回 令和７年５月１６日（金）開催 大会議室 

   内部委員６名 外部委員５名 

〈内容〉 

１ 開会挨拶（校長） 

令和６年度学校経営報告及び令和７年度学校経営計画について 

２ 委員紹介（自己紹介） 

３ 報告・協議等 

（１）令和７年度 分掌・学年等の「今年度の目標」 

   ・経営企画室 

   ・教務部 

   ・生活指導部 

   ・進路指導部 

   ・各学年 

（２）協議委員からの意見・提言 

   ＜地域保健総合支援課 上野委員＞ 

個への対応、これまでの生活環境を共有しながら見守りを継続 

   ＜こども支援センター綾瀬教育相談係 市川委員＞ 

    生徒情報の共有は困難がある。ＳＳＷ等との連携を図る 

   ＜足立第四中夜間副校長 池田委員＞ 

    夜間定時制とチャレンジスクールの違いについて 

    日本語を母語としない生徒への指導体制について 

     ＜地域住民代表 芦川委員＞ 

      不登校など問題を抱える子どもを周囲でもよく耳にする。 

      多様な生徒への対応に期待する。 
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     ＜保護者代表 泉委員＞ 

      配慮の必要な生徒、不安定な生徒、一人一人に目を向けている。 

４ 事務連絡 

（１） 第２回学校運営連絡協議会 令和７年１１月６日（木曜日）予定 

（２） 第３回学校運営連絡協議会 令和８年２月９日（月曜日） 予定 

５ 閉会挨拶 

 

  第２回 令和７年１１月６日（木）開催 大会議室 

・内部委員６名、協議委員４名 

〈内容〉 

   １ 開会挨拶（校長） 

これまでの生徒の状況等について 

２ 報告・協議等 

（１）令和７年度 分掌・学年等の「中間報告」 

   ・経営企画室 

   ・教務部 

   ・生活指導部 

   ・進路指導部 

   ・各学年 

（２）協議委員からの意見・提言 

   ＜聖徳大学 浦部委員＞ 

    外国にルーツのある生徒の在籍状況 

   ＜地域保健総合支援課 上野委員＞ 

生活環境を共有しながら見守りを継続 

   ＜こども支援センター綾瀬教育相談係 市川委員＞ 

    ＳＣやＳＳＷと地域関連機関との連携について 

   ＜足立第四中夜間副校長 池田委員＞ 

    学校徴収金等の未納について、都立高校の初年度必要な金額 

３ 事務連絡 

  第３回学校運営連絡協議会 令和８年２月９日（月曜日） 予定 

４ 閉会挨拶 

 

  第３回 令和８年２月９日（月）開催 小会議室 

・内部委員６名、協議委員２名 

〈内容〉 

１ 開会挨拶（校長） 

今年度最後の学校運営連絡協議会よろしくお願いします。 

２ 報告・協議等 

（１）令和７年度 分掌・学年等の「年間総括」 



 3 

   ・経営企画室 

   ・教務部 

   ・生活指導部 

   ・進路指導部 

   ・各学年 

（２）学校評価アンケート結果について（副校長） 

   ・回収率について 

   ・アンケート結果概要について 

（３）質疑応答 

   ＜足立第四中夜間副校長 池田委員＞ 

   ・学校評価アンケートの教員の回答について 

    全体的に生徒の評価より教員の評価が低い理由について 

    （副校長）教員が多少自分に厳しく回答しているのでは。 

      ＜保護者代表 泉委員＞ 

      ・学校評価アンケートの保護者の回答について 

       「わからない」回答が多い理由について 

      （副校長）生徒から保護者に伝わっていないと考えられる。 

           保護者への連絡方法を工夫したい。 

３ 事務連絡 

 学校運営連絡協議会 協議委員評価票の提出を依頼 

４ 閉会挨拶 

 

３  学校運営連絡協議会による学校評価（学校評価報告） 

   （１）学校評価の観点 

    ・本校の教育活動への満足度を調査することを目的として、教育指導体制・学習指導・ 

・生活指導・進路指導(キャリア教育)・特別活動・体罰及び不適切な指導・いじめ対 

策・健康安全指導・防災教育などについての実態把握と課題の発見 

・生徒、保護者、教員別にアンケートの項目を揃えて実施し、評価結果比較分析 

  （２）アンケート調査の実施時期・対象・規模 

    ・１２月    生徒   全学年(９３人) 

    ・１２月～１月 保護者  全学年(９３人) 

    ・１２月    教職員  １５人 

・１２月～１月 協議委員及び近隣住民 １１人 

  （３）主な評価項目 

     学校評価アンケートは協議委員・生徒・保護者・教職員別とした。評価項目の内容は、

本校の日常の教育活動への満足度を調査することを目的に、教員指導体制・学習指導・

生活指導・個に応じた相談体制・進路指導（キャリア教育）・特別活動・健康安全・防災

教育・環境衛生などとした。また、教職員に「ワーク・ライフ・バランスの推進」に関

する項目を設定した。 
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  （４）評価結果の概要及び結果の分析  

     ※質問項目は生徒用の質問を使用しています。 

１．本校に入学してよかったとおもいますか。  

肯定的な回答が生徒 95.7％、保護者 88.5％と高く、学校満足度はおおむね良好と思わ

れる。 

２．学校での生活は将来やくにたつとおもいますか 

肯定的な回答が生徒は 90.1％と高かったが、保護者は 76.9％とやや低かった。 

３．学校の進級規則について、あなたはしっていますか。  

肯定的な回答が生徒は 87.3％と高かったが、保護者は 57.7％と低く、否定的な回答が

30.7％と高く課題と考える。 

４．先生方は、わかりやすい授業をおこなっているとおもいますか。  

肯定的な回答が生徒は 84.5％と高かったが、保護者は 76.9％とやや低かった。 

５．ロングホームルームは活発(かっぱつ)に行われているとおもいますか。  

肯定的な回答が生徒は 81.7％と高かったが、保護者は 69.2％とやや低く、「わからない」

の回答が 15.7％とあるところは課題と考える。 

６．「たばこ」をすったばあい、罰則があるのをしっていますか。 

肯定的な回答が生徒 97.2％保護者 84.6％と高く、生活指導規則の認知度は高いと思わ

れる。 

７．先生方は、あなた方の悩みをきいてくれているとおもいますか。  

肯定的な回答が生徒は 90.1％と高かったが、保護者は 73.1％とやや低かった。 

８． 先生方は、あなた方の進路相談をしてくれているとおもいますか。 

肯定的な回答が生徒は 91.5％と高かったが、保護者は 61.5％と低く、否定的な回答が

26.9％と高く課題と考える。 

９．あなたは、学校にスクールカウンセラーがきていることをしっていますか。  

肯定的な回答が生徒は 94.4％と高かったが、保護者は 73.0％とやや低かった。 

10．あなたは、学校にユースソーシャルワーカーがきていることをしっていますか。  

肯定的な回答が生徒 78.9％、保護者 69.2％とどちらもやや低く、ＹＳＷの認知度を上

げる必要がある。 

11．学校給食は、栄養にすぐれていることをしっていますか。  

    肯定的な回答が生徒 88.8％保護者 84.7％と高く、給食の満足度はおおむね良好と思わ

れる。 

12．おおくの生徒は、スポーツ大会などの行事をきちんとやっているとおもいますか。  

    肯定的な回答が生徒は 74.6％、保護者は 73.1％とどちらもやや低く、課題と考える。 

13．おおくの生徒は、部活動をきちんとやっているとおもいますか。 

12 同様に、肯定的な回答が生徒は 78.8％、保護者は 69.3％とどちらもやや低く、課題と

考える。 

14．図書館の活動は、読書したい気持ちを高めるとおもいますか。  

    肯定的な回答が生徒は 81.7％と高かったが、保護者は 53.9％と低く、「わからない」の

回答が 26.9％あるところは課題であり、図書館の活動を周知する必要がある。 
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15. 先生方は、体罰や暴言をしないように気を付(つ)けているとおもいますか。 

    肯定的な回答が生徒は 90.2％と高かったが、保護者は 57.7％と低く、否定的な回答が

23.1％、「わからない」回答が 19.2％あり、課題と考える。 

16．先生方は、いじめを防ぐための取り組みをしているとおもいますか。  

肯定的な回答が生徒は 86.0％と高かったが、保護者は 57.7％と低く、否定的な回答が

19.2％、「わからない」回答が 23.1％あり、課題と考える。 

 

４  学校運営連絡協議会の成果と課題（学校の自己評価へ反映） 

  （１）学校運営連絡協議会を実施して得られた成果 

・夜間中学校からの情報提供が得られた。 

・近隣住民の厳しい回答に、夜間定時制の現状を再認識することができた。 

・教育相談センター等との連携を一層図ることができた。 

 （２）学校運営連絡協議会を実施して明らかとなった課題 

・生徒・保護者の回収率は大幅に減少した。配布及び回収の時期や方法を工夫しなけ

ればならないと痛感した。 

・今年度は、地域の皆様へのアンケートを校門前で依頼したが、回答数を増やすこと

ができなかった。 

５ 学校運営連絡協議会及び学校評価を活用した教育活動の改善事項（学校経営計画へ反映） 

  （１）学校運営 

    ・学校満足度の向上 

  （２）学習指導及び進路指導 

・基礎学力のさらなる定着を図り、社会に貢献できる人材を育成する 

  （３）特別活動 

    ・部活動の充実、学校行事の一層の発展 

  （４）生活指導 

    ・防災教育の充実 

 

６ 「学校がよくなった」と考える協議委員の割合 

   （１）協議委員人数 ６人 

   （２）学校がよくなったと答えた協議委員の人数 

そう思う 
多少そう 

思う 

どちらとも 

いえない 

あまりそう 

思わない 

そう 

思わない 
無回答 

２ １ ２   １ 

   

７ 職員会議及び企画調整会議への協議委員の参加実績及び成果 

  【実績】  なし 

以上 


